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※　裏面にも記事があります。

平成２９年度 　第５号

日 時 ８月１８日(金)

9:00～12:00

場 所 大和人権文化センター 会議室

相談内容 くらしの相談，土地・家屋相談

相談員2名で対応します。

次回は，９月１５日（金）の予定です。

そば打ち教室そば打ち教室そば打ち教室そば打ち教室
日 時 8月１２日(土) 

10:00～12:00

講 師 山口 郁惠さん

材料代 1,500円

※材料の準備がありますので，申し

込みは，事前にお願いします。

大和地域大和地域大和地域大和地域センターセンターセンターセンター心配心配心配心配ごとごとごとごと相談相談相談相談

ごごごご案内案内案内案内

日時 3日(木)・１０日(木)・１７日(木)・２４日(木)・31日(木)

13:30～14:30

持参物 バスタオルなど床に敷くもの

日時日時日時日時

電話による相談も受け付けています。

大和保健福祉センター(0847-34-1214)

大和人権文化センター(0847-33-1308)

さわやか健康体操（８月の予定）さわやか健康体操（８月の予定）さわやか健康体操（８月の予定）さわやか健康体操（８月の予定）

問い合わせ先 高齢者福祉課(0848-67-6055)

平成平成平成平成29292929年（年（年（年（2222００００17171717年）９月２日（土）年）９月２日（土）年）９月２日（土）年）９月２日（土）

１３：３０～１５：００１３：３０～１５：００１３：３０～１５：００１３：３０～１５：００

生花教室生花教室生花教室生花教室
日 時 8月1１日(金) 

19:00～21:00

講 師 西川 千代美さん

お花代 実費負担

持参物 剣，花バサミ，ノート

※お花の準備がありますので，申し

込みは，8月7日までにお願いします。

第３回人権学習会のお知らせ第３回人権学習会のお知らせ第３回人権学習会のお知らせ第３回人権学習会のお知らせ

日時日時日時日時

場所場所場所場所

演題演題演題演題

講師講師講師講師

大和人権文化センター大和人権文化センター大和人権文化センター大和人権文化センター ２階集会室２階集会室２階集会室２階集会室

広島県解放保育連絡会委員長広島県解放保育連絡会委員長広島県解放保育連絡会委員長広島県解放保育連絡会委員長

沖村沖村沖村沖村 暁美さん暁美さん暁美さん暁美さん

「おとなも子どもも，ともに生きる地域づくり」「おとなも子どもも，ともに生きる地域づくり」「おとなも子どもも，ともに生きる地域づくり」「おとなも子どもも，ともに生きる地域づくり」



　 　

　

　

　 　
　
　

　　

    

    

    

    

多くの出会いによって人生が変わる。

出会いと学びによって人生が変わる。

（人権学習会より）

第第第第1111回人権学習会回人権学習会回人権学習会回人権学習会よりよりよりより（（（（開催日開催日開催日開催日：：：：６６６６月月月月２４２４２４２４日日日日））））

大和人権文化センターにおいて，今年度第1回目の人権学習会を開催しました。

今回の学習会は，同和問題の解決をめざす広島企業連絡会（広島同企連）の大下博明さんを

講師にお迎えし， 「私の中の差別意識をみつめる～自分自身の解放運動～」と題して学習会を

行いました。

最初に，大下さんより広島同企連の設立の経過及び活動内容について話をされました。広島同

企連の設立趣旨は,「部落地名総監」購入事件の反省を契機に，広島県内に事業所を有する企業

が連携し，企業の立場から同和問題の解決に自主的に・主体的に取り組もうということで，１９８１年

に設立されたことを話されました。

また，大下さんは，障害をもつ子どもさんを持たれ，「かわいそうなやつじゃあー，この子をおい

て先に死ねん。」という子どもの人権を考えない，また「うちの子どもはまだましじゃあー，ええほう

じゃあー。」という「上見て暮らすな。下見て暮らせ。」という考えから，同和問題を学習していく中で，

自分の中にある差別意識に気づき，人権尊重の考えに変わっていった事など話をされました。子

どもから学んだ事は，「障害を持っていることは，違いであり個性であり，決して不幸じゃあない。」と

いうことも話されました。

大下さんは人権を尊重するために，「自分がされて嫌なことは，絶対他人にはしない」「人の話を

良く聴く」「属性で人を評価しない」の三点を実践しておられます。大下さんが話をされたように「我

もよし，他人もよし，人はみな尊い。」この考えが，一人ひとりの人権を大切にする第一歩ではない

でしょうか。

人は誰もが差別意識を持っていますが，そのことに気づいていません。まず自分自身をしっかり

見つめ，そのことに気づき学習していくことが，差別をなくしていくことに繋がっていくのではないで

しょうか。

参加者の声

人は誰でも差別意識がある。同情⇒さげ

すみ⇒差別意識 自分も大切，他人も大

切，みな大切

参加者の声

自分の中のどこかに差別意識はあると感

じた。やはり学習を重ねていかないといけ

ない。

自分が正しいと思い込まない。違う目先で

角度で見直すことも大切だと気づかされた。


